
I N F O R M A T I O N

兵庫県福祉手帳＜2020年度版＞が
12月中旬発売予定です。カレンダー
のほか、県内の福祉関係機関一覧を
掲載しており、福祉関係者必携！
※民間社会福祉事業職員互助会の加入者には互
　助会より配布されますのでご留意ください。

申し込み・問い合わせ先　兵庫県社協 企画部 ＴＥＬ０７８-２４２-４６３３

「兵庫県福祉手帳2020」
  予約注文受け付け中！

2020

兵庫県福祉手帳

社会福祉関係資料

［サイズ］ヨコ９㎝×タテ１５㎝　［価格］９90円（税込）

助成金情報 行事予定一般財団法人冠婚葬祭文化振興財団
2019年社会貢献基金助成
社会貢献活動を行う団体や社会貢献に資する
調査・研究を目的とした事業に助成します。
対　象　一定の要件を満たす、非営利組織

（財団法人、社団法人、社会福祉法
人、NPO法人、任意団体、市民ボラン
ティアグループ）、大学、研究機関など

対象事業　研究助成事業、高齢者福祉事業、障
害者福祉事業、児童福祉事業、環
境・文化財保全事業、地域つながり
事業、冠婚葬祭継承事業

助成額　1件上限200万円　※研究助成事
業は1件上限100万円（総額およそ
1,000万円）

締切り　令和2年2月29日（土）必着
●問　●申　一般財団法人冠婚葬祭文化振興財団
　　　　TEL 03-3596-0061
U R L　http://www.ceremony-culture.jp/

公益財団法人杉浦記念財団
第9回杉浦地域医療振興助成
医療従事者および介護福祉従事者等の多職
種が連携して、「地域包括ケア」「健康寿命の延
伸」の推進に寄与する活動に助成します。　
対　象　日本国内で活動する個人または団体
助成額　1件上限50万円（総額500万円）
募集期間　令和2年1月1日（水）～2月29日（土）
●問　●申　公益財団法人杉浦記念財団
　　　　TEL 0562-45-2731
U R L　http://sugi-zaidan.jp/

県こころのケアセンター主催　「ここ
ろのケア」研修
令和2年1月から「こころのケア」に携わる保
健・医療・福祉・教育などの分野で活動されて
いる方を対象に、各種課題への対処法などに
ついて学ぶ「こころのケア」研修を実施します。
会　場　兵庫県こころのケアセンター（神戸市

中央区）
研修日程　2月20日（木）・21日（金）「対人支援

職のためのセルフケア」ほか、1月～2
月にかけて全4コース開催

募集方法　ホームページで研修プログラムを確
認し、受講申込書に必要事項を記入
のうえ、郵送、ＦＡＸ又はＥメールで
申し込み。　※受講料（資料代等）は
コースにより異なる

●問　●申　兵庫県こころのケアセンター研修情報課
　　　　TEL 078-200-3010
U R L　http://www.j-hits.org/

県社協「ひょうごボランタリープ
ラザ」のWEBサイトでは助成金
情報を多数掲載しています。

公益財団法人さわやか福祉財団
連合・愛のカンパ助成
地域の助け合い活動の団体立ち上げや新規
事業を支援するための助成を行います。
対　象　地域における「ふれあい・助け合い活

動」を行う任意団体、NPO法人、グ
ループ、サークルなど　※新規事業の
立ち上げ、または、新たな団体立ち上
げのための準備資金に限定

助成額　1団体上限15万円（19団体を目途に
助成）

締切り　令和元年12月15日（日）必着
●問　●申　公益財団法人さわやか福祉財団
　　　　TEL 03-5470-7751
U R L　https://www.sawayakazaidan.or.jp/

公益財団法人毎日新聞大阪社会事業団
2019年度公募福祉助成金
地域で福祉活動に取り組む民間団体や施設
などに助成します。
対　象　児童福祉、障害者福祉、高齢者福

祉、医療福祉などを行う民間団体　
※対象地域の指定あり

助成額　1団体上限50万円（総額200万円
以内）

締切り　令和元年12月20日（金）必着
●問　●申　毎日新聞大阪社会事業団
　　　　TEL 06-6346-1180
U R L　https://www.mainichi.co.jp/osaka_
　　　　 shakaijigyo/

日本コープ共済生活協同組合連合会
2020年度地域ささえあい助成
①くらしを守り、くらしの困りごとの解決に資す
る、②命を守り、その人らしい生き方ができる
ようにする、③女性と子どもが生き生きする、を
テーマとする活動を支援します。
対　象　生活協同組合、ＮＰＯ法人、任意団

体、市民団体　※その他要件あり
助成額　1件上限100万円（総額2,500万円

以内）
募集期間　令和2年1月7日（火）～1月31日

（金）消印有効
●問　●申　日本コープ共済生活協同組合連合会
　　　　TEL 03-6836-1320
U R L　http://coopkyosai.coop/

　　　4日 福祉のしごと職場見学バスツ
アー（東播磨コース）　　　　　
◆常寿園･鹿児の郷

 第2回大規模災害を想定した災
害ボランティア連携訓練　　　
◆神戸クリスタルタワー

　　　6日 法人経営トップセミナー　　　
◆ザ・マーカススクエア神戸

　　　9日 社会福祉法人 財務管理研修　
◆県福祉人材研修センター

　12日～ 高齢者福祉リーダーゼミナール
（全4日）　　　　　　　　　　
◆県福祉人材研修センター

　　 14日 民間社会福祉事業職員互助会
創立45周年事業　　　　　　
◆ブルーリッジホテル

　　 17日 ひょうご若者被災地応援プロ
ジェクト活動報告会　　　　　
◆神戸クリスタルタワー

　　 19日 福祉のしごと職場見学バスツ
アー（淡路コース）　　　　　　
◆障害者支援センターぶったぁ･
フローラせいだん

　　 20日 地域公益活動推進セミナー　　
◆県福祉センター

　　 23日 若年性認知症家族介護者連絡会
◆県福祉センター

　　 25日 介護・障害サービス事業経営セ
ミナー　　　　　　　　　　　
◆のじぎく会館

　  8日～ 介護支援専門員実務研修　　 
◆神戸ファッションマートほか

　　 10日 第２回社協ワーカー実践研究会議
◆県福祉センター

　　 11日 令和元年度新年福祉のつどい　
◆ANAクラウンプラザホテル神戸

　　 17日 令和元年度会計実務担当者研修
（予算・決算編）　　　　　　　
◆県福祉人材研修センター

　　 24日 経営協第254回理事会・兵庫県
経営協セミナー　　　　　　　
◆神戸メリケンパークオリエンタ
ルホテル

12月

1月
研修・イベント

社会福祉従事者関連研修のご案内は、「メー
ルマガジン」にて行っています。
是非、ご登録をお願いします。

兵庫県福祉人材研修センター
https://hfkensyu.com/ 

P2

地域住民に寄り添う
民生委員・児童委員活動

特集

P9 私の物語
仲間に支えられた経験の恩返しをしたい！
熊谷 光子さん（三木市）

P10

P12

ひょうごの福祉NOW

インフォメーション

P7 みんなでつくるひょうごの福祉
子どもたちのために居場所をつくる
～地域に根ざした子ども食堂～

P6 「ストップ・ザ・無縁社会」地域での支え合い

P8 キラリ★社会福祉法人
社会福祉法人友朋会
地域の学びの場 学習室「あおいそら」

寒さの中でも鮮やかに
咲くサザンカ。

奥須磨公園（神戸市）も
名所の一つだよ。

見
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い
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ォ
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。
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12月は「障害者週間」(3～9日)、「人権週間」(4～10日)です
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2019認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会令和元年12月1日発行（毎月1回1日発行）　発行人：吉本 知之　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。
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ビ
ス
の
周
知
や
地
域
に
お
け
る
見
守
り

な
ど
、よ
り
広
範
な
活
動
が
期
待
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、時
代
と
と
も
に
地
域

社
会
の
姿
が
変
化
す
る
中
で
、い
つ
の

時
代
も
最
前
線
で
住
民
に
寄
り
添
い
、

最
も
身
近
な
相
談
役
を
担
っ
て
き
た
の

が
民
生
委
員
で
あ
る
。　

　
な
お
、民
生
委
員
は
、民
生
委
員
法
に

基
づ
き
、厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
る
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
る
。

児
童
福
祉
法
に
規
定
さ
れ
る
児
童
委
員

も
兼
ね
、任
期
は
3
年
と
な
っ
て
い
る

（
再
任
可
）。

　
民
生
委
員
制
度
は
、平
成
29
年
に
創

設
1
0
0
周
年
を
迎
え
た
。そ
の
起
源

は
大
正
6
年
に
岡
山
県
で
創
設
さ
れ
た

「
済
世
顧
問
制
度
」と
、翌
年
に
大
阪
府

で
創
設
さ
れ
た「
方
面
委
員
制
度
」に
由

来
す
る
。

　
昭
和
21
年
に
は
民
生
委
員
令
が
制
定

さ
れ
、民
生
委
員
は
戦
後
の
生
活
困
窮

者
対
策
の
一
翼
を
担
う
こ
と
と
な
っ

た
。現
在
の
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

の
源
と
な
る「
世
帯
更
生
運
動
」も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。

　
近
年
の
大
き
な
転
換
期
は
、社
会
福

祉
基
礎
構
造
改
革
に
よ
り
、「
保
護・救

済
」の
社
会
福
祉
か
ら
、国
民
全
体
を
対

象
と
す
る
福
祉
へ
と
転
換
し
た
平
成
12

年
で
あ
る
。こ
の
際
、民
生
委
員
は
地
域

福
祉
の
担
い
手
と
し
て
明
確
に
位
置
付

け
ら
れ
、改
正
民
生
委
員
法
で
は
、そ
の

役
割
が「
保
護
指
導
」か
ら
、「
常
に
住
民

の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、及
び

必
要
な
援
助
を
行
う
」へ
と
変
更
さ
れ

た
。こ
れ
以
降
、介
護
保
険
制
度
の
施
行

も
相
ま
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー

◆
民
生
委
員
の
7
つ
の
活
動
◆

　
現
在
の
民
生
委
員
数
は
、全
国
で
23
万

人
を
超
え
、各
民
生
委
員
の
活
動
状
況
は

図
表
1
の
と
お
り
だ
。デ
ー
タ
で
は
、年

間
1
3
0
日
以
上
の
活
動
や
1
0
5
回

を
超
え
る
訪
問・連
絡
活
動
な
ど
、日
々

の
活
動
実
態
が
読
み
取
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
大
き
く
7
つ
に
分

類
さ
れ
る
。1
点
目
は
、担
当
区
域
内
の

実
態
を
把
握
す
る「
社
会
調
査
」で
あ
る
。

例
え
ば
、高
齢
者
の
実
態
把
握
調
査
や
、

引
き
こ
も
り
が
ち
な
人
々
の
調
査
な
ど

　兵庫県では、7,498名の民生委員・児童委員（以下、「民生委員」）が
地域で活動している。（平成31年4月1日現在）
　今年12月に3年に1度の一斉改選が行われ、新たに約2,700名の
民生委員が委嘱される。
　そのような改選期を迎える中、今回の特集は、民生
委員活動の大切さや今日的な役割について、取材レ
ポートを交えて紹介する。

を
実
施
す
る
。2
点
目
は
、住
民
の
抱
え

る
課
題
を
受
け
止
め
、親
身
に
対
応
す
る

「
相
談
」で
あ
る
。高
齢
者
や
障
害
者
に
限

ら
ず
、母
子
や
子
ど
も
の
教
育
、経
済
的

問
題
や
住
居
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、相
談

は
多
岐
に
わ
た
る
。3
点
目
は
、社
会
福

祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
に
知
ら

せ
る「
情
報
提
供
」、4
点
目
は
、住
民
の

抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
行
政
機
関
、施

設
、団
体
等
に
連
絡
し
て
必
要
な
対
応
を

促
進
す
る「
連
絡
通
報
」で
あ
る
。5
点
目

は
、住
民
が
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
よ
う
支
援
す
る「
調
整
」で
あ

り
、近
年
は
、調
整
の
場
の
一
つ
と
し
て

「
地
域
ケ
ア
会
議
」に
民
生
委
員
が
参
画

す
る
機
会
も
増
え
て
い
る
。6
点
目
は
、

地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
に
向
け
た

「
生
活
支
援
」で
あ
る
。具
体
的
に
は
、見

守
り
や「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
小
地
域
福
祉
活
動

を
通
し
た
生
活
支
援
が
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。7
点
目
が
、活
動
を
通
じ
て
得
た

問
題
点・改
善
点
を
ま
と
め
、民
児
協
を

通
じ
て
関
係
機
関
に
提
起
す
る「
意
見

具
申
」で
あ
る
。

◆
活
動
の
原
則
◆

　
こ
れ
ら
の
民
生
委
員
活
動
に
は
三
つ

の
原
則
が
あ
る
。一
つ
目
は
、「
住
民
性

の
原
則
」で
あ
る
。自
ら
も
地
域
に
暮
ら

す
住
人
と
し
て
、身
近
な
と
こ
ろ
で
、住

民
の
立
場
に
立
っ
た
活
動
を
行
う
。二

つ
目
は
、「
継
続
性
の
原
則
」で
あ
る
。福

祉
問
題
の
解
決
に
は
時
間
を
か
か
る
こ

と
も
多
い
。民
生
委
員
の
交
代
が
行
わ

れ
て
も
、そ
の
活
動
が
引
き
継
が
れ
、切

れ
目
の
な
い
対
応
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。三
つ
目
は
、「
包
括・総
合
性
の

原
則
」で
あ
る
。個
々
の
課
題
の
解
決
を

図
り
、地
域
全
体
の
課
題
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
、包
括
的・総
合
的
な
視
点

に
立
っ
て
活
動
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、こ
れ
ら
の
活
動
の
根
幹
に
は
、

住
民
と
の
信
頼
関
係
が
不
可
欠
で
あ

民
生
委
員
を
取
り
巻
く

情
勢
の
変
化

地域住民に寄り添う
民生委員・児童委員活動

り
、例
え
ば
、活
動
を
通
し
て
知
り
得
た

情
報
に
関
す
る
守
秘
義
務
な
ど
も
活
動

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
な
お
、こ
う
し
た
民
生
委
員
の
活
動
を

支
え
る
組
織
と
し
て
、地
区
単
位
か
ら
市

町
村
、都
道
府
県・指
定
都
市
、全
国
に
組

織
が
設
置
さ
れ
て
い
る（
図
表
2
）。

民生委員・児童委員がめざすもの（全国民生委員児童委員連合会）
誰もが笑顔で、安全に、
安心して暮らせる社会づくり

スローガン

社会から見た民生委員 －国民の7割に知られる－

　全国民生委員児童委員連合会が平成31年3月に、全国1
万人を対象にした調査によると、「民生委員という名称を聞
いたことがある人」は、69.8％に上ることが明らかになった。
　また、「地域に必要な存在」（77％）、「社会福祉への理解
と熱意がある人」（75.7％）というイメージがもたれてい
る。その一方、「活動内容まで知っている」人は、わずか
7.9％であり、活動内容に踏み込んだ理解の促進がこれか
らの課題である。
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会
の
姿
が
変
化
す
る
中
で
、い
つ
の

時
代
も
最
前
線
で
住
民
に
寄
り
添
い
、

最
も
身
近
な
相
談
役
を
担
っ
て
き
た
の

が
民
生
委
員
で
あ
る
。　

　
な
お
、民
生
委
員
は
、民
生
委
員
法
に

基
づ
き
、厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
る
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
る
。

児
童
福
祉
法
に
規
定
さ
れ
る
児
童
委
員

も
兼
ね
、任
期
は
3
年
と
な
っ
て
い
る

（
再
任
可
）。

　
民
生
委
員
制
度
は
、平
成
29
年
に
創

設
1
0
0
周
年
を
迎
え
た
。そ
の
起
源

は
大
正
6
年
に
岡
山
県
で
創
設
さ
れ
た

「
済
世
顧
問
制
度
」と
、翌
年
に
大
阪
府

で
創
設
さ
れ
た「
方
面
委
員
制
度
」に
由

来
す
る
。

　
昭
和
21
年
に
は
民
生
委
員
令
が
制
定

さ
れ
、民
生
委
員
は
戦
後
の
生
活
困
窮

者
対
策
の
一
翼
を
担
う
こ
と
と
な
っ

た
。現
在
の
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

の
源
と
な
る「
世
帯
更
生
運
動
」も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。

　
近
年
の
大
き
な
転
換
期
は
、社
会
福

祉
基
礎
構
造
改
革
に
よ
り
、「
保
護・救

済
」の
社
会
福
祉
か
ら
、国
民
全
体
を
対

象
と
す
る
福
祉
へ
と
転
換
し
た
平
成
12

年
で
あ
る
。こ
の
際
、民
生
委
員
は
地
域

福
祉
の
担
い
手
と
し
て
明
確
に
位
置
付

け
ら
れ
、改
正
民
生
委
員
法
で
は
、そ
の

役
割
が「
保
護
指
導
」か
ら
、「
常
に
住
民

の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、及
び

必
要
な
援
助
を
行
う
」へ
と
変
更
さ
れ

た
。こ
れ
以
降
、介
護
保
険
制
度
の
施
行

も
相
ま
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー

◆
民
生
委
員
の
7
つ
の
活
動
◆

　
現
在
の
民
生
委
員
数
は
、全
国
で
23
万

人
を
超
え
、各
民
生
委
員
の
活
動
状
況
は

図
表
1
の
と
お
り
だ
。デ
ー
タ
で
は
、年

間
1
3
0
日
以
上
の
活
動
や
1
0
5
回

を
超
え
る
訪
問・連
絡
活
動
な
ど
、日
々

の
活
動
実
態
が
読
み
取
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
大
き
く
7
つ
に
分

類
さ
れ
る
。1
点
目
は
、担
当
区
域
内
の

実
態
を
把
握
す
る「
社
会
調
査
」で
あ
る
。

例
え
ば
、高
齢
者
の
実
態
把
握
調
査
や
、

引
き
こ
も
り
が
ち
な
人
々
の
調
査
な
ど

を
実
施
す
る
。2
点
目
は
、住
民
の
抱
え

る
課
題
を
受
け
止
め
、親
身
に
対
応
す
る

「
相
談
」で
あ
る
。高
齢
者
や
障
害
者
に
限

ら
ず
、母
子
や
子
ど
も
の
教
育
、経
済
的

問
題
や
住
居
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、相
談

は
多
岐
に
わ
た
る
。3
点
目
は
、社
会
福

祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
に
知
ら

せ
る「
情
報
提
供
」、4
点
目
は
、住
民
の

抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
行
政
機
関
、施

設
、団
体
等
に
連
絡
し
て
必
要
な
対
応
を

促
進
す
る「
連
絡
通
報
」で
あ
る
。5
点
目

は
、住
民
が
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
よ
う
支
援
す
る「
調
整
」で
あ

り
、近
年
は
、調
整
の
場
の
一
つ
と
し
て

「
地
域
ケ
ア
会
議
」に
民
生
委
員
が
参
画

す
る
機
会
も
増
え
て
い
る
。6
点
目
は
、

地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
に
向
け
た

「
生
活
支
援
」で
あ
る
。具
体
的
に
は
、見

守
り
や「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
小
地
域
福
祉
活
動

を
通
し
た
生
活
支
援
が
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。7
点
目
が
、活
動
を
通
じ
て
得
た

問
題
点・改
善
点
を
ま
と
め
、民
児
協
を

通
じ
て
関
係
機
関
に
提
起
す
る「
意
見

具
申
」で
あ
る
。

◆
活
動
の
原
則
◆

　
こ
れ
ら
の
民
生
委
員
活
動
に
は
三
つ

の
原
則
が
あ
る
。一
つ
目
は
、「
住
民
性

の
原
則
」で
あ
る
。自
ら
も
地
域
に
暮
ら

す
住
人
と
し
て
、身
近
な
と
こ
ろ
で
、住

民
の
立
場
に
立
っ
た
活
動
を
行
う
。二

つ
目
は
、「
継
続
性
の
原
則
」で
あ
る
。福

祉
問
題
の
解
決
に
は
時
間
を
か
か
る
こ

と
も
多
い
。民
生
委
員
の
交
代
が
行
わ

れ
て
も
、そ
の
活
動
が
引
き
継
が
れ
、切

れ
目
の
な
い
対
応
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。三
つ
目
は
、「
包
括・総
合
性
の

原
則
」で
あ
る
。個
々
の
課
題
の
解
決
を

図
り
、地
域
全
体
の
課
題
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
、包
括
的・総
合
的
な
視
点

に
立
っ
て
活
動
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、こ
れ
ら
の
活
動
の
根
幹
に
は
、

住
民
と
の
信
頼
関
係
が
不
可
欠
で
あ

民
生
委
員
活
動
の
現
状

り
、例
え
ば
、活
動
を
通
し
て
知
り
得
た

情
報
に
関
す
る
守
秘
義
務
な
ど
も
活
動

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
な
お
、こ
う
し
た
民
生
委
員
の
活
動
を

支
え
る
組
織
と
し
て
、地
区
単
位
か
ら
市

町
村
、都
道
府
県・指
定
都
市
、全
国
に
組

織
が
設
置
さ
れ
て
い
る（
図
表
2
）。

図表1 民生委員の活動件数（平成29年度）

地域ぐるみで進める見守り活動（加古川市）

図表2 民児協の組織構成
（民児協数は平成29年度全民児連調べ）

単位（法定）組織
連合（任意）組織 民生委員法第20条に基づく設置

（10,889団体）
任意の民児協も含む

（1,081団体）

（東京都と指定都市のみ）

◯◯町民児協
◯◯郡民児協

◯◯市民児協

◯◯区民児協

◯◯村民児協

◯◯（地区）民児協

◯◯（地区）民児協

◯◯（地区）民児協

◯◯（地区）民児協

都道府県
指定都市
民児協

全国民生委員
児童委員連合会
（全民児連）

都道府県・指定都市
民児協の連合団体

市区町村民児協の
連合団体
（67団体）

活動日数
訪問・連絡活動
相談・支援
調査・実態把握
行事・会議への参加協力
地域福祉活動・自主活動
状況確認（証明事務）

130.5日
105.3回
24.9回
22.0回
26.3回
38.4回
2.1回

厚生労働省「平成29年度福祉行政報告例」をもとに県社協作成
（福祉行政報告例より）

活動の種類 年間活動件数（1人当たり）
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一
点
目
は
、「
住
民
に
寄
り
添
う
役
割
」

で
あ
る
。従
来
か
ら
、民
生
委
員
は
地
域

の
身
近
な
相
談
役
で
あ
っ
た
。現
在
の

よ
う
に
孤
立
す
る
人
が
増
え
、ニ
ー
ズ

が
見
え
に
く
く
な
る
中
、「
声
な
き
声
」

に
耳
を
傾
け
、人
々
に
寄
り
添
う
伴
走

者
と
し
て
の
民
生
委
員
の
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
と
い
え
る
。困
り
ご
と
に
直

面
し
て
も
、自
ら
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
る
住
民
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。だ

か
ら
こ
そ
、地
域
住
民
や
行
政
、専
門
機

関
と
の
連
携
の
中
か
ら
気
に
な
る
こ
と

を
キ
ャ
ッ
チ
し
、日
常
的
な
見
守
り
に

結
び
つ
け
る
こ
と
が
大
切
と
な
る
。

　
二
点
目
は
、「
つ
な
ぐ
役
割
」で
あ
る
。

課
題
は
、見
え
に
く
い
上
に
複
雑・多
岐

に
わ
た
り
、専
門
的
な
対
応
が
必
要
な

ケ
ー
ス
も
多
い
。こ
の
た
め
、民
生
委
員

だ
け
、あ
る
い
は
地
域
だ
け
で
解
決
を

目
指
す
ス
タ
ン
ス
で
は
な
く
、幅
広
い

関
係
団
体
や
住
民
同
士
の「
つ
な
ぎ
役
」

を
、民
生
委
員
が
積
極
的
に
果
た
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
は
地
域

づ
く
り
全
般
に
い
え
る
こ
と
で
も
あ

る
。

　
地
域
組
織
や
活
動
団
体
が
単
独
で
網

羅
的
に
地
域
づ
く
り
を
担
う
こ
と
に
は

限
界
が
あ
る
。さ
ま
ざ
ま
な
人
や
団
体

ず
、役
割
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
社
会
全
体
の

課
題
で
あ
る
。こ
の
体
制
づ
く
り
の
基

本
は
、民
生
委
員
へ
の
適
切
な
理
解
で

あ
る
。地
域
の
課
題
は
民
生
委
員
だ
け

で
解
決
す
る
こ
と
は
な
い
。地
域
住
民

や
専
門
職
が
協
働
し
て
解
決
に
向
け
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。ま
た
、民
生
委

員
自
身
が「
で
き
る
こ
と
」「
で
き
な
い

こ
と
」を
正
し
く
理
解
し
、活
動
の
た
め

の
知
識
と
技
術
を
高
め
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。

　
今
回
の
一
斉
改
選
を
機
会
に
、民
生

委
員
同
士
や
関
係
者
と
活
動
の
振
り
返

り
や
体
験
の
共
有
を
図
り
、活
動
の
目

標
や
意
義
を
再
確
認
す
る
こ
と
も
重
要

に
な
る
。

　
少
子
高
齢
化
と
単
身
化
が
進
む
中
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
さ

ま
ざ
ま
な
生
活・福
祉
課
題
が
広
が
っ

て
き
て
い
る
。と
り
わ
け
深
刻
な
の
が
、

重
な
る
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
支
援
に

つ
な
が
ら
な
い
人
々
の
存
在
だ
。例
え

ば
、80
代
の
高
齢
の
親
と
働
い
て
い
な

い
50
代
の
子
が
同
居
し
て
い
る
世
帯
の

い
わ
ゆ
る「
8
0
5
0
問
題
」や
、育
児

と
介
護
に
同
時
に
直
面
す
る「
ダ
ブ
ル

ケ
ア
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、「
地
域
共

生
社
会
」の
実
現
に
向
け
た
各
種
施
策

が
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。「
地
域

共
生
社
会
」と
は
、ど
ん
な
価
値
観
や
生

活
ス
タ
イ
ル
を
も
つ
人
も
受
け
入
れ
ら

れ
、つ
な
が
り
の
中
で
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
姿
で
あ
り
、孤
立

す
る
人
を
つ
く
ら
な
い「
包
摂
」の
地
域

社
会
で
あ
る
。

　
「
地
域
共
生
社
会
」を
、官
民
が
協
働

し
て
実
現
す
る
た
め
に
、こ
れ
か
ら
特

に
重
要
と
な
る
民
生
委
員
活
動
に
つ
い

て
、こ
こ
で
は
2
点
を
提
起
し
た
い
。

つ
つ
、住
民
の
良
き
相
談
相
手・代
弁
者

と
し
て
地
域
を
見
守
り
、地
域
福
祉
の

推
進
役
と
し
て
活
動
を
積
み
重
ね
て
き

た
民
生
委
員
の
姿
で
あ
る
。今
回
の
一

斉
改
選
を
経
て
新
し
い
時
代
を
迎
え
て

も
な
お
、民
生
委
員
は
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
機
関
と
と
も
に
、支
え
合
う
地
域
社

会
づ
く
り
に
取
り
組
む
重
要
な
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
で
あ
り
続
け
る
。

が
協
働
し
て
い
く
た
め
に
、つ
な
ぎ
手

と
し
て
の
民
生
委
員
の
役
割
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
2
つ
の
役
割
を
含
め
て
、民

生
委
員
の
大
き
な
力
が
発
揮
さ
れ
る
の

が
災
害
時
の
対
応
だ
。各
地
で
頻
発
す

る
災
害
に
お
い
て
、地
域
に
精
通
し
た

民
生
委
員
は
頼
ら
れ
る
存
在
と
な
る
。

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、特
に
支
援
が

必
要
と
さ
れ
る
要
援
護
者
へ
の
声
か
け

と
避
難
支
援
、そ
の
後
の
生
活
支
援
に

お
い
て
、民
生
委
員
の
力
が
存
分
に
発

揮
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
い
ざ
と
い
う
時
だ

け
の
も
の
で
は
な
い
。日
頃
の
委
員
活

動
に
お
け
る
要
援
護
者
と
の
信
頼
関
係

づ
く
り
や
地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
、行

政
を
含
め
た
関
係
機
関
と
の
連
携
こ
そ

が
災
害
時
に
生
き
て
く
る
。民
生
委
員

に
は
、要
援
護
者
を
含
む
住
民
と
と
も

に
、「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」を
考

え
、地
域
の
連
帯
感
を
高
め
る
平
時
か

ら
の
働
き
か
け
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、民
生
委
員
を
取
り
巻
く

情
勢
変
化
、活
動
内
容
や
期
待
さ
れ
る

役
割
な
ど
に
つ
い
て
整
理
し
て
き
た
。

あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
た
の
は
、時
代

や
社
会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し

　
今
回
、伊
丹
市
Ａ
地
区
で
委
員
活
動
を

通
し
て
長
年
地
域
住
民
に
寄
り
添
う
、あ

る
民
生
委
員
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

 

日
頃
の
委
員
活
動
に
つ
い
て

　
主
に
、①
民
児
連
活
動
、②
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
や
地
区
の
会
議
へ
の
出
席
、③
訪

問
活
動
、④
行
政
か
ら
の
依
頼
協
力
へ
の

対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

 

Ａ
地
区
は
ど
ん
な
地
域
で
す
か
。活
動
で

の
気
づ
き
や
変
化
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
委
嘱
さ
れ
て
か
ら
約
10
年
は
、こ
れ
と

い
っ
た
問
題
が
な
く
、課
題
は
少
な
い
地

域
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、近

年
は
、ご
近
所
付
き
合
い
が
少
な
く
な

り
、地
域
の
つ
な
が
り
も
希
薄
に
な
っ
て

い
ま
す
。さ
ら
に
、一
人
暮
ら
し
の
認
知

症
高
齢
者
の
増
加
や「
8
0
5
0
」問
題

と
い
っ
た
課
題
の
複
合
化
な
ど
、昔
と
比

べ
て
地
域
に
変
化
を
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、高
齢
者
実
態
調
査（
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
と
要
援
護
者
が
対
象
）な
ど
を

通
し
た
訪
問
を
き
っ
か
け
に
、気
に
か
け

る
よ
う
に
な
っ
た
世
帯
も
多
い
で
す
。

　

 

印
象
に
残
る
委
員
活
動
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
ご
本
人
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
相
談
が
入
り
、社
協
職
員
と
訪
問

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、自
宅
内
の
様

子
が
分
か
り
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

 

民
生
委
員
活
動
で
大
切
な
こ
と
は

何
だ
と
思
い
ま
す
か

　
住
民
一
人
ひ
と
り
の
想
い
に
寄
り
添

う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
多
く
の
人
と
の
出
会
い
や
研
修
会
な

ど
へ
の
参
加
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。活
動
で
の
悩
み
や

日
々
の
忙
し
さ
か
ら「
し
ん
ど
さ
」を
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、心
を
動
か
さ

れ
る
経
験
に「
楽
し
み
」や「
喜
び
」を
見

出
す
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

 

新
任
民
生
委
員
の
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
私
自
身
、し
ん
ど
い
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、活
動
を
続
け
る
う
ち
に
、地
域
の

中
で
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。そ
し

て
、自
分
の
居
場
所
は
こ
こ
に
あ
る
と
感

じ
る
こ
と
が
喜
び
と
い
え
ま
す
。

民
生
委
員
活
動
に
つ
い
て（
伊
丹
市
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

自主防災会による防災訓練（豊岡市）

　
全
て
を
一
人
で
背
負
う
こ
と
な
く
、周

り
と
協
力
し
な
が
ら
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

◆
民
生
委
員
の
な
り
手
不
足
◆

　
地
域
福
祉
の
担
い
手
で
あ
る
民
生
委

員
へ
の
期
待
が
高
ま
る
一
方
、さ
ま
ざ
ま

な
課
題
も
見
ら
れ
る
。と
り
わ
け
大
き
な

課
題
が
民
生
委
員
の
な
り
手
不
足
で
あ

る
。近
年
は
欠
員
率
が
上
昇
し
、短
期
で

退
任
す
る
委
員
も
増
え
て
い
る
。

　
な
り
手
不
足
を
含
め
た
民
生
委
員
の

抱
え
る
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、全
国

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
が
設
置
し

た「
こ
れ
か
ら
の
民
生
委
員・児
童
委
員

制
度
と
活
動
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

委
員
会
」（
平
成
29
年
度
）で
は
、い
く
つ

か
の
対
応
策
を
提
起
し
て
い
る
。例
え

ば
、委
員
定
数
や
推
薦
要
件
の
再
検
討
、

夜
間・休
日
を
含
め
た
民
生
委
員
か
ら
の

相
談
に
応
じ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
づ

く
り
、就
業
と
民
生
委
員
活
動
の
両
立
が

で
き
る
環
境
整
備
な
ど
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、地
域
や
人
々
の
意

識
が
大
き
く
変
わ
る
中
、無
給
で
活
動
す

る
民
生
委
員
に
過
度
な
負
担
が
か
か
ら
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一
点
目
は
、「
住
民
に
寄
り
添
う
役
割
」

で
あ
る
。従
来
か
ら
、民
生
委
員
は
地
域

の
身
近
な
相
談
役
で
あ
っ
た
。現
在
の

よ
う
に
孤
立
す
る
人
が
増
え
、ニ
ー
ズ

が
見
え
に
く
く
な
る
中
、「
声
な
き
声
」

に
耳
を
傾
け
、人
々
に
寄
り
添
う
伴
走

者
と
し
て
の
民
生
委
員
の
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
と
い
え
る
。困
り
ご
と
に
直

面
し
て
も
、自
ら
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
る
住
民
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。だ

か
ら
こ
そ
、地
域
住
民
や
行
政
、専
門
機

関
と
の
連
携
の
中
か
ら
気
に
な
る
こ
と

を
キ
ャ
ッ
チ
し
、日
常
的
な
見
守
り
に

結
び
つ
け
る
こ
と
が
大
切
と
な
る
。

　
二
点
目
は
、「
つ
な
ぐ
役
割
」で
あ
る
。

課
題
は
、見
え
に
く
い
上
に
複
雑・多
岐

に
わ
た
り
、専
門
的
な
対
応
が
必
要
な

ケ
ー
ス
も
多
い
。こ
の
た
め
、民
生
委
員

だ
け
、あ
る
い
は
地
域
だ
け
で
解
決
を

目
指
す
ス
タ
ン
ス
で
は
な
く
、幅
広
い

関
係
団
体
や
住
民
同
士
の「
つ
な
ぎ
役
」

を
、民
生
委
員
が
積
極
的
に
果
た
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
は
地
域

づ
く
り
全
般
に
い
え
る
こ
と
で
も
あ

る
。

　
地
域
組
織
や
活
動
団
体
が
単
独
で
網

羅
的
に
地
域
づ
く
り
を
担
う
こ
と
に
は

限
界
が
あ
る
。さ
ま
ざ
ま
な
人
や
団
体

ず
、役
割
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
社
会
全
体
の

課
題
で
あ
る
。こ
の
体
制
づ
く
り
の
基

本
は
、民
生
委
員
へ
の
適
切
な
理
解
で

あ
る
。地
域
の
課
題
は
民
生
委
員
だ
け

で
解
決
す
る
こ
と
は
な
い
。地
域
住
民

や
専
門
職
が
協
働
し
て
解
決
に
向
け
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。ま
た
、民
生
委

員
自
身
が「
で
き
る
こ
と
」「
で
き
な
い

こ
と
」を
正
し
く
理
解
し
、活
動
の
た
め

の
知
識
と
技
術
を
高
め
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。

　
今
回
の
一
斉
改
選
を
機
会
に
、民
生

委
員
同
士
や
関
係
者
と
活
動
の
振
り
返

り
や
体
験
の
共
有
を
図
り
、活
動
の
目

標
や
意
義
を
再
確
認
す
る
こ
と
も
重
要

に
な
る
。

　
少
子
高
齢
化
と
単
身
化
が
進
む
中
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
さ

ま
ざ
ま
な
生
活・福
祉
課
題
が
広
が
っ

て
き
て
い
る
。と
り
わ
け
深
刻
な
の
が
、

重
な
る
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
支
援
に

つ
な
が
ら
な
い
人
々
の
存
在
だ
。例
え

ば
、80
代
の
高
齢
の
親
と
働
い
て
い
な

い
50
代
の
子
が
同
居
し
て
い
る
世
帯
の

い
わ
ゆ
る「
8
0
5
0
問
題
」や
、育
児

と
介
護
に
同
時
に
直
面
す
る「
ダ
ブ
ル

ケ
ア
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、「
地
域
共

生
社
会
」の
実
現
に
向
け
た
各
種
施
策

が
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。「
地
域

共
生
社
会
」と
は
、ど
ん
な
価
値
観
や
生

活
ス
タ
イ
ル
を
も
つ
人
も
受
け
入
れ
ら

れ
、つ
な
が
り
の
中
で
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
姿
で
あ
り
、孤
立

す
る
人
を
つ
く
ら
な
い「
包
摂
」の
地
域

社
会
で
あ
る
。

　
「
地
域
共
生
社
会
」を
、官
民
が
協
働

し
て
実
現
す
る
た
め
に
、こ
れ
か
ら
特

に
重
要
と
な
る
民
生
委
員
活
動
に
つ
い

て
、こ
こ
で
は
2
点
を
提
起
し
た
い
。

つ
つ
、住
民
の
良
き
相
談
相
手・代
弁
者

と
し
て
地
域
を
見
守
り
、地
域
福
祉
の

推
進
役
と
し
て
活
動
を
積
み
重
ね
て
き

た
民
生
委
員
の
姿
で
あ
る
。今
回
の
一

斉
改
選
を
経
て
新
し
い
時
代
を
迎
え
て

も
な
お
、民
生
委
員
は
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
機
関
と
と
も
に
、支
え
合
う
地
域
社

会
づ
く
り
に
取
り
組
む
重
要
な
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
で
あ
り
続
け
る
。

が
協
働
し
て
い
く
た
め
に
、つ
な
ぎ
手

と
し
て
の
民
生
委
員
の
役
割
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
2
つ
の
役
割
を
含
め
て
、民

生
委
員
の
大
き
な
力
が
発
揮
さ
れ
る
の

が
災
害
時
の
対
応
だ
。各
地
で
頻
発
す

る
災
害
に
お
い
て
、地
域
に
精
通
し
た

民
生
委
員
は
頼
ら
れ
る
存
在
と
な
る
。

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、特
に
支
援
が

必
要
と
さ
れ
る
要
援
護
者
へ
の
声
か
け

と
避
難
支
援
、そ
の
後
の
生
活
支
援
に

お
い
て
、民
生
委
員
の
力
が
存
分
に
発

揮
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
い
ざ
と
い
う
時
だ

け
の
も
の
で
は
な
い
。日
頃
の
委
員
活

動
に
お
け
る
要
援
護
者
と
の
信
頼
関
係

づ
く
り
や
地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
、行

政
を
含
め
た
関
係
機
関
と
の
連
携
こ
そ

が
災
害
時
に
生
き
て
く
る
。民
生
委
員

に
は
、要
援
護
者
を
含
む
住
民
と
と
も

に
、「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」を
考

え
、地
域
の
連
帯
感
を
高
め
る
平
時
か

ら
の
働
き
か
け
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、民
生
委
員
を
取
り
巻
く

情
勢
変
化
、活
動
内
容
や
期
待
さ
れ
る

役
割
な
ど
に
つ
い
て
整
理
し
て
き
た
。

あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
た
の
は
、時
代

や
社
会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し

図表3 民生委員・児童委員が果たしてきた役割

全民児連「これからの民生委員・児童委員制度と活動のあり方に関する検討委員会中間報告」（平成28年）より

　
全
て
を
一
人
で
背
負
う
こ
と
な
く
、周

り
と
協
力
し
な
が
ら
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

◆
民
生
委
員
の
な
り
手
不
足
◆

　
地
域
福
祉
の
担
い
手
で
あ
る
民
生
委

員
へ
の
期
待
が
高
ま
る
一
方
、さ
ま
ざ
ま

な
課
題
も
見
ら
れ
る
。と
り
わ
け
大
き
な

課
題
が
民
生
委
員
の
な
り
手
不
足
で
あ

る
。近
年
は
欠
員
率
が
上
昇
し
、短
期
で

退
任
す
る
委
員
も
増
え
て
い
る
。

　
な
り
手
不
足
を
含
め
た
民
生
委
員
の

抱
え
る
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、全
国

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
が
設
置
し

た「
こ
れ
か
ら
の
民
生
委
員・児
童
委
員

制
度
と
活
動
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

委
員
会
」（
平
成
29
年
度
）で
は
、い
く
つ

か
の
対
応
策
を
提
起
し
て
い
る
。例
え

ば
、委
員
定
数
や
推
薦
要
件
の
再
検
討
、

夜
間・休
日
を
含
め
た
民
生
委
員
か
ら
の

相
談
に
応
じ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
づ

く
り
、就
業
と
民
生
委
員
活
動
の
両
立
が

で
き
る
環
境
整
備
な
ど
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、地
域
や
人
々
の
意

識
が
大
き
く
変
わ
る
中
、無
給
で
活
動
す

る
民
生
委
員
に
過
度
な
負
担
が
か
か
ら

「
地
域
共
生
社
会
」と

民
生
委
員
活
動

民生委員児童委員協議会

民生委員・
児童委員

民生委員・
児童委員

行政の協力者として住民を
公的な福祉制度につなぐ
・行政の「協力機関」
・公的な支援への「つなぎ役」
・手当、給付に必要な「証明」

民間福祉活動の推進
（社協活動、共同募金活動）
・市町村社協の基盤整備と協働
※生活福祉資金、心配ごと相談
・共同募金運動の協力者
※歳末同情募金→歳末助け合い

時代を先取りした
課題解決への取り組み
・時代を先取りした課題の提示
・民児協による課題解決への
 組織的活動
 （10年ごとの「活動強化方策」）

住民への寄り添い
・よき隣人、よき友人　・身近な相談相手
・見守り役　・力を貸してくれる存在

住民や地域課題の可視化と
住民の代弁者としての提言
・社会調査による地域の実情の把握
・見えづらい課題を社会に提示、 
 共有化
・住民の代弁者としての意見具申
・公的な福祉制度の創設・充実への
 取り組み

民生委員・
児童委員
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「ストップ・ザ・無縁社会」

地域での支え合い
http://stop-muen.jp

ＴＯＰＩＣＳ

丹波篠山市で、第68回兵庫県福祉大会を開催しました！
　10月31日、丹波篠山市の田園交響ホールにおいて、県・県社協・丹波篠
山市・丹波篠山市社協の4者の主催で、第68回兵庫県社会福祉大会が開催
され、約800名の参加がありました。
　この大会は、令和初の大会として、これまで県内の社会福祉の向上に貢献さ

れた716名・24団体の功績が讃えられました。
　大会の後半では、西川ヘレン氏による記念
講演会「大家族　支え愛・見守り愛・励まし愛」
があり、家族の絆の大切さ、地域での見守りあ
いや支え合いの大切さを参加者全員であらた
めて共有する一日となりました。

支え合い社会に向けて、福祉のまちづくりを考える
　丹波市では、住民流福祉総合研修所の木原孝久氏により「ご近所パ
ワーで助け合い起こし」と題した地域福祉講演会を10月19日に開催。講
演では、近隣の力をどのように生かして、助け合いのまちをつくるかを
テーマの中心にしながら、まず、自分自身が助けられ上手、見守られ上手
になること、そして、周りに助けてと言える地域をつくっていくことが大切
だという話がありました。
　参加者からは、「おせっかいこそが本当の思いやり、という言葉が印象的だった」との感想が聞かれるな
ど、地域の関わりを考える機会となりました。

ユーモアを交えて語る西川ヘレン氏

　年齢、性別、障害の有無、文化の違いに関わりな
く、全ての人が地域社会の一員として尊重され、互
いに支え合い、持てる力を発揮できる「ユニバーサ
ル社会」。そんな社会を目指して、住民同士の交
流・支え合いの場となる「ユニバーサルカフェ」の開
設を応援する事業が実施されています。
　今年度は右の9団体への助成が決定し、今後
は各団体の活動が本格化します。本紙では、随
時、「ユニバーサルカフェ」の活動をレポートする
予定です。

「ユニバーサルカフェ」開設応援の助成事業 助成団体が決定しました

❶真野地区まちづくり推進会（神戸市長田区）
❷姫路市社協旭陽支部 坂上いきいきふれあいサロン（姫路市）
❸あしや聖徳園（芦屋市）
❹よりみちカフェ（ゆず）（豊岡市）
❺小坂区なかや（豊岡市）
❻米谷いきいきサロン（宝塚市）
❼高砂市中筋一丁目老人クラブ（高砂市）
❽西田中ふれあいの会（市川町）
❾香美町社協（香美町）

6662019 December



みんなでつくるひょうごの福祉
地域で支え合い、地域を元気にする取り組みを紹介します

は
、こ
れ
ま
で
に
1
3
3
回
を
数
え
、延

べ
2
，1
0
0
人
以
上
が
参
加
。こ
の
11

月
に
丸
3
年
を
迎
え
た
。「
み
ん
な
が
無

理
な
く
で
き
る
こ
と
を
、子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
や
る
と
い
う
思
い
が
原
動

力
」と
日
下
さ
ん
は
語
る
。

　
ペ
イ
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
子
ど
も
食
堂
の

特
徴
は
、地
域
の
様
々
な
力
を
集
結
し

て
運
営
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。例
え

ば
、市
社
協
は
場
所
の
提
供
で
協
力
し
、

調
理
面
で
は
、栄
養
士
経
験
者
を
含
む

近
隣
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
、地

元
住
民
か
ら
寄
付
の
あ
っ
た
食
材
を

　
土
曜
日
の
夕
方
、加
東
市
社
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
は
活
気
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
声
が
響
く
。子
ど
も
食
堂
を
運
営
す

る
N
P
O
法
人
ペ
イ
フ
ォ
ワ
ー
ド
は
、

加
東
市
で
家
庭
の
事
情
で
食
事
を
摂

る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
や
、一
人

で
食
事
を
し
て
い
る
子
ど
も
に
、健
康

的
で
温
か
い
食
事
を
提
供
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
、理
事
長
の
日
下
伸
一
さ

ん
を
含
む
有
志
4
人
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
。

　
設
立
時
の
メ
ン
バ
ー
の
約
束
事
は
、

「
や
る
か
ら
に
は
継
続
し
て
や
る
こ

と
」。毎
週
続
け
て
き
た
子
ど
も
食
堂

使
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
提
供

さ
れ
る
。ま
た
、地
元
の
社
高
校
の
生
徒

も
月
1
回
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
調
理
を

手
伝
い
、さ
ら
に
は
、兵
庫
教
育
大
学
の

学
生
は
、子
ど
も
食
堂
に
際
し
て
小・中

学
生
へ
の
学
習
支
援
を
行
う
。

　
地
域
に
根
付
い
て
取
り
組
む
ペ
イ

フ
ォ
ワ
ー
ド
の
子
ど
も
食
堂
は
、口
コ

ミ
で
広
が
り
、参
加
者
、協
力
者
と
も
増

え
て
い
っ
た
。現
在
、常
時
15
名
程
の
子

ど
も
が
参
加
し
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
遊
べ
、

休
み
の
日
に
も
友
達
に
会
え
る
か
け
が

え
の
な
い
居
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、学
校
と
は
違
う
環

境
で
大
人
と
触
れ
合
い
、楽
し
み
な
が

ら
社
交
性
や
礼
儀
を
学
ぶ
。ペ
イ
フ
ォ

ワ
ー
ド
と
は
、『
恩
送
り
』と
い
う
意
味

子
ど
も
食
堂
ペ
イ
フ
ォ
ワ
ー
ド

T
E
L 

: 0
9
0
‐
1
5
8
8
‐
6
8
5
1

　
　
　

  （
法
人
事
務
局 

小
紫
）

実
施
団
体　

N
P
O
法
人
ペ
イ
フォ
ワ
ー
ド

開
催
時
間　

17
時
〜
20
時（
毎
週 

土
曜
）

開
催
場
所　

社
福
祉
セ
ン
タ
ー（
加
東
市
社
26
）

参
加
費（
食
事
代
）小・中
学
生
2
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
（
学
習
を
す
れ
ば
無
料
）

　
　
　
　
　
　
　

大
人
5
0
0
円

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
の
は

み
ん
な
で
つ
く
り
あ
げ
る

子
ど
も
食
堂

おいしい料理を食べる子どもさん

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る

場
所
を
つ
く
り
た
い

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
居
場
所
を
つ
く
る

〜
地
域
に
根
ざ
し
た
子
ど
も
食
堂
〜

く
さ
か や

し
ろ

で
、恩
を
数
珠
つ
な
ぎ
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
で
き
る
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
、子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

　「
こ
こ
に
来
た
子
ど
も
た
ち
が
、地
域

の
方
や
友
達
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

る
。そ
う
い
う
こ
と
を
通
じ
て
、子
ど
も

食
堂
を
、思
い
や
り
と
感
謝
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
場
に
し
た
い
」と
日
下
さ

ん
は
語
る
。今
後
も
地
域
み
ん
な
で
支

え
合
い
、ペ
イ
フ
ォ
ワ
ー
ド
は
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
歩
み
を
進
め
る
。

取
材
を
終
え
て

当
日
は
、誕
生
日
会
が
開
か
れ
、子
ど

も
の
笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。調
理

室
で
は
ス
タ
ッ
フ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
和

気
あ
い
あ
い
と
調
理
し
、そ
の
温
か
さ

が
料
理
に
現
れ
て
い
ま
し
た
。み
ん
な

が
楽
し
み
な
が
ら
子
ど
も
食
堂
に
関
わ

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

今
回
は
、加
東
市
で
子
ど
も
食
堂

を
運
営
す
る
N
P
O
法
人
ペ
イ

フ
ォ
ワ
ー
ド
の
活
動
を
紹
介
す
る

よ
。地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
自
然

と
集
ま
り
、楽
し
み
な
が
ら
食
事

が
で
き
る
環
境
が
そ
こ
に
は
あ
る

ん
だ
。

心のこもった料理を提供してくれる
スタッフ及びボランティアのみなさん

こ
む
ら
さ
き

や
し
ろ
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毎
年
３
月
頃
に
参
加
す
る
子
ど
も

た
ち
を
募
集
し
ま
す
。

Q1.取り組みのきっかけは
A1.地域の子どもたちが集える場の必要性に着
目し、「子どもたちの将来につながる支援をした
い」という理事長のリーダーシップのもと、学習支
援を企画しました。理事長と認定こども園あおい
宙川西の園長を中心に議論を重ね、平成29年
5月に学習室「あおいそら」を開始しました。
　当初は、大学生の2名で行っていましたが、学生は
子どもたちが慣れた頃に代わってしまいます。長く
続けられるスタッフのほうが、子どもにとって馴染み
やすいと考え、幼稚園の教員免許を持ち、子どもの
見守りも行える専任講師を配置しました。平成30

年6月からは、専任講師と事務職員で継続
的に対応できるようにしました。

Q2.どのように活動を進めていますか
A2.小学校1・2年生を対象に、毎週火曜日の17時
～18時に施設内の部屋で運営しています。
　現在は8名が通っており、1年生は「学習の楽しさを
感じる」こと、2年生は「日々の学習習慣を身につける」
ことをねらいとしています。学校の宿題、国語・算数
のプリントを各自で解き、分からないところはスタッ
フに質問してもらい、一緒に考えるスタンスを大
事にしています。
　卒園児には、小学校が別々になっても友達
や先生たちと会える場所にもなっていま
す。また、卒園児以外の子どもにとって
は、新しい友達との交流があるほか、
保護者同士、保護者と先生など、
学習支援を通して“つながる”
きっかけになっています。

Q3.今後、どのように進めていきたい
　  ですか
A3.「大人と一緒に考えることで、学校の授業の助
けになってほしい。そして、家庭学習につながってほし
い」との思いで、日々、試行錯誤しています。
　認定こども園の先生が学習支援の様子を見に来たり、
保護者との話の中で相談に乗ることもあります。今後も
子どもたちの成長を保護者とともに見守っていきたい
です。
　また、本会が学習支援をしていることを地域に広く周
知し、学習支援を通して、子どもたちに学習の楽しさを知っ
てもらえるように、そして、保護者や子どもたちの思いに寄り
添い、楽しく通ってもらえるように活動したいです。

　今回は、社会福祉法人友朋会が実施する学習室「あおいそら」を紹介します。

　子どもたちの将来を見据えた支援をしたいとの思いから、地域の小学校

1・2年生を対象に、無料で学習の場を提供する取り組みです。

地域の学びの場
学習室「あおいそら」

キラリ★社会福祉法人
社会福祉法人友朋会 

暮らしを支える地域公益活動を紹介します。

社会福祉法人友朋会
川西市久代6丁目1番90号
ＴＥＬ：072‒767‒6203
ＵＲＬ：http://ufo-group.or.jp/

先生と一緒に考えながら、
“分かる”楽しさを学びます。

そら
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私
が
会
の
世
話
人

に
な
っ
た
の
は
、
母

を
看
取
っ
て
３
年

経
っ
た
後
で
し
た
。

母
の
介
護
で
心
身
と

も
に
辛
か
っ
た
時
、

こ
の
会
に
支
え
て
も
ら
っ
た
経
験
の
恩
返

し
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
頃
、
母
に

認
知
症
の
よ
う
な
症
状
が
出
て
、
介
護
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。当
時
は
「
認
知
症
」

と
い
う
言
葉
も
病
気
も
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、
県
民
向
け
の
研
修
会
が
あ
っ
た
の
で
、

私
も
参
加
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
、
当
会

会
員
が
自
身
の
介
護
体
験
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。大
変
な
苦
労
に
関
わ
ら
ず
、
笑

顔
で
穏
や
か
に
話
す
姿
が
印
象
的
で
、
私

は
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
入
会
し
ま
し
た
。

　
介
護
を
始
め
た
頃
は
、
父
の
仕
事
を
継

い
で
借
金
の
返
済
に
追
わ
れ
、
義
母
の
死

去
、
夫
の
病
気
と
い
ろ
ん
な
こ
と
が
重

な
っ
て
い
ま
し
た
。昼
に
寝
て
夜
間
は
起

き
て
い
る
母
の
「
家
に
帰
り
た
い
。お
母

さ
ん
が
待
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
訴
え
に
、

母
の
実
家
ま
で
車
を
走
ら
せ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。心
身
と
も
に

疲
弊
し
、深
夜
の
帰
り
道
、車

ご
と
谷
に
突
っ
込
ん
だ
ら
楽

に
な
る
と
さ
え
思
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。気
持
ち
が
張

り
詰
め
、
先
の
介
護
体
験
を

聴
い
た
会
員
へ
手
紙
を
書
い
た
と
こ
ろ
、

丁
寧
に
返
信
を
も
ら
い
ま
し
た
。そ
の
気

持
ち
が
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　
介
護
で
は
、
身
の
回
り
の
世

話
に
加
え
、
家
族
関
係
の
変
化
、

仕
事
と
の
両
立
な
ど
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
が
ち
で
す
が
、
外
出
や

気
分
転
換
も
難
し
か
っ
た
り
し

ま
す
。そ
ん
な
時
、毎
月
の
会
報

に
目
を
や
る
と
、
会
員
の
声
が

掲
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
同

じ
立
場
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え
る
も
の

ば
か
り
で
し
た
。顔
は
見
え
な
い
け
れ
ど

仲
間
の
存
在
を
確
か
に
感
じ
ら
れ
、
ず
い

ぶ
ん
と
支
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
介
護
を
終
え
、自
分
に
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
と
の
気
持
ち
か
ら
電
話
相
談
員
、

さ
ら
に
は
世
話
人
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
が
住
む
地
域
で
も
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
み
ど
り
ほ
っ
と
ク
ラ
ブ
」
で
認

知
症
サ
ロ
ン
や
見
守
り
・
啓
発
活
動
の

ほ
か
、介
護
家
族
の
た
め
の
サ
ロ
ン
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。私
が
介
護
を
し
て
い
た

頃
は
地
元
に
家
族
会
（
介
護
者
の
会
）
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
は
あ
ち
こ
ち

の
市
町
に
あ
り
ま
す
。

　
当
会
は
、
そ
こ
で
寄

せ
ら
れ
る
声
な
き
声
を

集
約
す
る
た
め
、
各
地

の
家
族
会
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
、
当
事
者
の

視
点
か
ら
、
組
織
だ
っ

て
県
や
国
に
必
要
な
事

項
を
訴
え
る
こ
と
が
当
会
の
役
割
で
あ

り
、強
み
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

このコーナーでは、地域福祉のキーパーソンや
実践者・当事者らのエピソード・想いを
紹介していきます。

私の
物語 my sto

ry

次
は
会
と
地
域
へ

恩
返
し
し
た
い

し
ん
ど
い
時
、

仲
間
の
存
在
が
大
き
な
励
み
に

母
の
介
護
の
始
ま
り
と

会
と
の
出
合
い

私
の
モ
ッ
ト
ー 

熊谷 光子さん 
（三木市）

くまがい 　   みつこ

Personal History

平成  5年　父死去により事業を引き継ぐ。直後に阪神・淡路大震災で被災
平成13年　自宅で母の介護を始める（～平成22年）
平成25年　認知症の人と家族の会　電話相談員、兵庫県支部世話人
平成29年 　　　　 〃　　　　　　兵庫県支部副代表
令和元年 　　　　 〃　　　　　　兵庫県支部代表

レモンティーとお風呂が
大好きだった母と。

毎月の「つどい」は会員同士が
交流してホッとする場。

報
恩
感
謝

誠
心
誠
意

報
恩
感
謝

誠
心
誠
意

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

http://w
w
w
.alzheim

er.or.jp/

認
知
症
・
高
齢
者
電
話
相
談

電
話
0
7
8
‐
3
6
0
‐
8
4
7
7

（
月・水・木・金
曜
、10
〜
12
時・13
〜
16
時
）

仲間に支えられた経験の
恩返しをしたい！
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ひょうごの福祉

N OW県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。

　
10
月
30
日
に
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て

「
第
1
回
社
協
ワ
ー
カ
ー
実
践
研
究
会

議
」を
開
催
し
、
33
名
の
社
協
職
員
が
参

加
し
た
。

　
会
議
テ
ー
マ
の
「
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ

ル
ー
プ（
以
下
、S
H
G
）」と
は
、障
害
や

病
気
、
ひ
き
こ
も
り
、
性
的
少
数
者
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
当

事
者
が
つ
な
が
り
支
え
合
う
た
め
の
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
。生
き
づ
ら
さ
に
よ
る
孤

立
が
社
会
問
題
と
な
る
中
、S
H
G
を
理

解
し
、協
働
・
支
援
す
る
た
め
の
取
り
組

み
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
を
会
議
の
目

的
と
し
た
。

　
講
師
に「
ひ
ょ
う
ご
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
支

援
セ
ン
タ
ー
」代
表
の
中
田
智
恵
海
氏
を

迎
え
、
午
前
は
講
義
を
行
っ
た
。課
題
解

決
で
は
な
く
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
生

き
て
い
く
力
を
得
る
こ
と
、専
門
職
任
せ

で
は
な
く
自
ら
の
体
験
的
知
識
を
持
ち

寄
り
、自
己
と
社
会
を
変
革
す
る
こ
と
な

ど
が
S
H
G
の
働
き
と
し
て
話
さ
れ
た
。

　
午
後
は
、三
つ
の
S
H
G
活
動
者
が
登

壇
し
、参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
に
回

答
す
る
形
式
で
演
習
を
実
施
。登
壇
者
か

ら
は
、S
H
G
の
活
動
を
通
し
て
安
心
し

て
気
持
ち
を
話
す
こ
と
で
、一
人
じ
ゃ
な

い
と
思
え
た
と
い
う
体
験
談
が
話
さ
れ

た
。ま
た
、支
援
者
に
対
し
て
は
、自
主
性

を
引
き
出
す
こ
と
よ
り
も
「
待
つ
」
こ
と

を
大
切
に
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
S
H
G
へ
の
認
識
が

1
8
0
度
変
わ
っ
た
」「
ま
ず
は
地
域
の

S
H
G
と
つ
な
が
り
た
い
」と
い
う
声
が

出
さ
れ
、S
H
G
と
交
流
し
学
び
合
う
こ

う
し
た
機
会
が
、市
町
域
で
開
か
れ
る
こ

と
の
意
義
も
確
認
す
る
会
議
と
な
っ
た
。

大
規
模
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
被
災
者
の
生
活
の
早
期
復
旧
、

自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
被
災
地

に
駆
け
つ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
う
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
対

象
に
、
交
通
費
・
宿
泊
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
：
5
人
以
上
で
構
成
す
る

団
体
・
グ
ル
ー
プ

対
象
活
動
：
令
和
元
年
台
風
19
号

災
害
の
被
災
者
支
援
活
動
（
被
災

者
宅
の
が
れ
き
撤
去
、
泥
か
き
、

避
難
所
運
営
支
援
な
ど
）

受
付
期
間
：
令
和
2
年
3
月
31
日

ま
で

問
い
合
わ
せ
先
：
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ

T
E
L  

0
7
8
‐
3
6
0
‐
6
3
0
0

◀当事者同士をむすぶ中間支援は社協の役割と
話す中田智恵海氏

▲SHG活動者からは、体験談に基づく意見が出
された

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
と
の

協
働・支
援
を
広
げ
よ
う

　
台
風
19
号
災
害
を
始
め
、全
国
各
地
で

台
風
な
ど
に
よ
る
多
く
の
住
家
被
害
が

発
生
し
て
い
る
。各
地
で
は
、
開
設
さ
れ

た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が

1
0
0
カ
所
を
超
え
、懸
命
な
被
災
者
支

援
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
会
で
は
、全
社
協
か
ら
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
へ
の
支
援
要
請
を
受
け
て
、10
月
25
日

か
ら
12
月
2
日
ま
で
の
計
5
ク
ー
ル
に

わ
た
り
、台
風
19
号
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
福
島
県
伊
達
市
・
郡
山
市
に
兵
庫

県
内
市
町
社
協
職
員
8
名
を
派
遣
し
、災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支

援
を
行
っ
た
。

　
併
せ
て
、
生
活

福
祉
資
金
の
特
例

貸
付
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
を
受
け

て
、
同
じ
く
全
社

協
よ
り
福
島
県
内

に
お
け
る
窓
口
対

応
の
応
援
要
請
が

あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
県
社
協
職
員

1
名
を
伊
達
市
に

広
域
災
害
へ
の

救
援
活
動
を
展
開

派
遣
し
た
。

　
ま
た
、ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ

ザ
で
は
、10
月
17
〜
18
日
に
職
員
4
名
を

先
遣
隊
と
し
て
長
野
県
に
派
遣
し
、現
地

状
況
の
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、ふ

る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
寄
附
金
を
活
用
し
て

の「
大
規
模
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
制
度
を
初
め
て
適

用
す
る
な
ど
、会
を
挙
げ
て
の
支
援
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
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ひょうごの福祉

N OW

公益財団法人　木口福祉財団
〒659-0051芦屋市呉川町14-10 
☎0797-21-5150
ホームページ https://kiguchi.or.jp/

　
11
月
11
日
、着
物
の
販
売
な
ど
を
行
う

株
式
会
社
夢
楽
染
か
ら
寄
付
が
あ
り
、吉

本
会
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。同
社

は
、平
成
23
年
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ー

ゲ
ン
を
全
店
で
開
催
し
、各
店
舗
が
あ
る

市
や
社
協
な
ど
に
寄
付
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、同
12
日
、神
戸
元
町
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ウ
ィ
ー
ク
実
行
委
員
会
よ
り
兵

庫
善
意
銀
行
に
寄
付
が
あ
り
、吉
本
会
長

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。寄
付
金
は
、

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト「
神
戸

元
町
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ウ
ィ
ー
ク
」で
参
加

者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の
。寄
付
金
は
、

佐
賀
県
社
協
を
通
じ
て
、8
月
の
豪
雨
災

害
で
被
害
を
受
け
た
地
域
の
復
興
支
援

に
役
立
て
ら
れ
る
。

株
式
会
社
夢
楽
染
へ
感
謝

状
を
贈
呈

神
戸
元
町
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ウ
ィ
ー
ク
実
行
委
員
会
へ

感
謝
状
を
贈
呈

役
員・ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん

寄
付・寄
贈
の
お
礼

公益財団法人木口福祉財団が、兵庫県社会賞を受賞！
　公益財団法人木口福祉財団（芦屋市）は、株式会社ワールドの創業者である木口衞氏が、阪神・淡
路大震災からの復興が徐々に進む一方で、復興支援の手が行き届かない障害者の状況を鑑み、ま
た、ボランティア・市民活動の重要性を痛感したことから、平成10年に設立した財団である。
　「お世話になったみなさんにご恩返しをしたい」「社会的に弱い立場におかれている方々にやさし
い、明るく住みやすい地域社会の創造のため少しでもお役にたちたい」という、木口氏の志を基盤
に、助成事業、施設貸与事業を主な事業として活動している。

　全国各地の福祉活動やボランティア活動などに対する助成事業
を通じて、市民参加型福祉の促進と地域振興を図り、障害者など
の社会的に弱い立場にある方々にやさしい、明るく住みやすい地
域社会を創造する。これまでの助成件数は1,198件、助成金額は
約9億7千万円にのぼる。

　長年にわたる貢献が認められ、同財団は、このたび令和元年度
の兵庫県社会賞を受賞された。特に、障害がある当事者が安心し
て暮らせるよう、居場所づくりや就労支援の充実などを目指し、
支援が届きにくい団体のニーズに積極的に応えたことへの評価が
今回の受賞につながっている。
　受賞を一つの励みとしながら、今後も同財団は、理念である“笑
顔のつながり”のもと活動を続ける。

公益財団法人木口福祉財団の助成事業

ゆ
め
ら
せ
ん

助成金はさまざまな形で福祉・ボラン
ティア活動に生かされる

兵庫県社会賞の受賞式にて
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I N F O R M A T I O N

兵庫県福祉手帳＜2020年度版＞が
12月中旬発売予定です。カレンダー
のほか、県内の福祉関係機関一覧を
掲載しており、福祉関係者必携！
※民間社会福祉事業職員互助会の加入者には互
　助会より配布されますのでご留意ください。

申し込み・問い合わせ先　兵庫県社協 企画部 ＴＥＬ０７８-２４２-４６３３

「兵庫県福祉手帳2020」
  予約注文受け付け中！

2020

兵庫県福祉手帳

社会福祉関係資料

［サイズ］ヨコ９㎝×タテ１５㎝　［価格］９90円（税込）

助成金情報 行事予定一般財団法人冠婚葬祭文化振興財団
2019年社会貢献基金助成
社会貢献活動を行う団体や社会貢献に資する
調査・研究を目的とした事業に助成します。
対　象　一定の要件を満たす、非営利組織

（財団法人、社団法人、社会福祉法
人、NPO法人、任意団体、市民ボラン
ティアグループ）、大学、研究機関など

対象事業　研究助成事業、高齢者福祉事業、障
害者福祉事業、児童福祉事業、環
境・文化財保全事業、地域つながり
事業、冠婚葬祭継承事業

助成額　1件上限200万円　※研究助成事
業は1件上限100万円（総額およそ
1,000万円）

締切り　令和2年2月29日（土）必着
●問　●申　一般財団法人冠婚葬祭文化振興財団
　　　　TEL 03-3596-0061
U R L　http://www.ceremony-culture.jp/

公益財団法人杉浦記念財団
第9回杉浦地域医療振興助成
医療従事者および介護福祉従事者等の多職
種が連携して、「地域包括ケア」「健康寿命の延
伸」の推進に寄与する活動に助成します。　
対　象　日本国内で活動する個人または団体
助成額　1件上限50万円（総額500万円）
募集期間　令和2年1月1日（水）～2月29日（土）
●問　●申　公益財団法人杉浦記念財団
　　　　TEL 0562-45-2731
U R L　http://sugi-zaidan.jp/

県こころのケアセンター主催　「ここ
ろのケア」研修
令和2年1月から「こころのケア」に携わる保
健・医療・福祉・教育などの分野で活動されて
いる方を対象に、各種課題への対処法などに
ついて学ぶ「こころのケア」研修を実施します。
会　場　兵庫県こころのケアセンター（神戸市

中央区）
研修日程　2月20日（木）・21日（金）「対人支援

職のためのセルフケア」ほか、1月～2
月にかけて全4コース開催

募集方法　ホームページで研修プログラムを確
認し、受講申込書に必要事項を記入
のうえ、郵送、ＦＡＸ又はＥメールで
申し込み。　※受講料（資料代等）は
コースにより異なる

●問　●申　兵庫県こころのケアセンター研修情報課
　　　　TEL 078-200-3010
U R L　http://www.j-hits.org/

県社協「ひょうごボランタリープ
ラザ」のWEBサイトでは助成金
情報を多数掲載しています。

公益財団法人さわやか福祉財団
連合・愛のカンパ助成
地域の助け合い活動の団体立ち上げや新規
事業を支援するための助成を行います。
対　象　地域における「ふれあい・助け合い活

動」を行う任意団体、NPO法人、グ
ループ、サークルなど　※新規事業の
立ち上げ、または、新たな団体立ち上
げのための準備資金に限定

助成額　1団体上限15万円（19団体を目途に
助成）

締切り　令和元年12月15日（日）必着
●問　●申　公益財団法人さわやか福祉財団
　　　　TEL 03-5470-7751
U R L　https://www.sawayakazaidan.or.jp/

公益財団法人毎日新聞大阪社会事業団
2019年度公募福祉助成金
地域で福祉活動に取り組む民間団体や施設
などに助成します。
対　象　児童福祉、障害者福祉、高齢者福

祉、医療福祉などを行う民間団体　
※対象地域の指定あり

助成額　1団体上限50万円（総額200万円
以内）

締切り　令和元年12月20日（金）必着
●問　●申　毎日新聞大阪社会事業団
　　　　TEL 06-6346-1180
U R L　https://www.mainichi.co.jp/osaka_
　　　　 shakaijigyo/

日本コープ共済生活協同組合連合会
2020年度地域ささえあい助成
①くらしを守り、くらしの困りごとの解決に資す
る、②命を守り、その人らしい生き方ができる
ようにする、③女性と子どもが生き生きする、を
テーマとする活動を支援します。
対　象　生活協同組合、ＮＰＯ法人、任意団

体、市民団体　※その他要件あり
助成額　1件上限100万円（総額2,500万円

以内）
募集期間　令和2年1月7日（火）～1月31日

（金）消印有効
●問　●申　日本コープ共済生活協同組合連合会
　　　　TEL 03-6836-1320
U R L　http://coopkyosai.coop/

　　　4日 福祉のしごと職場見学バスツ
アー（東播磨コース）　　　　　
◆常寿園･鹿児の郷

 第2回大規模災害を想定した災
害ボランティア連携訓練　　　
◆神戸クリスタルタワー

　　　6日 法人経営トップセミナー　　　
◆ザ・マーカススクエア神戸

　　　9日 社会福祉法人 財務管理研修　
◆県福祉人材研修センター

　12日～ 高齢者福祉リーダーゼミナール
（全4日）　　　　　　　　　　
◆県福祉人材研修センター

　　 14日 民間社会福祉事業職員互助会
創立45周年事業　　　　　　
◆ブルーリッジホテル

　　 17日 ひょうご若者被災地応援プロ
ジェクト活動報告会　　　　　
◆神戸クリスタルタワー

　　 19日 福祉のしごと職場見学バスツ
アー（淡路コース）　　　　　　
◆障害者支援センターぶったぁ･
フローラせいだん

　　 20日 地域公益活動推進セミナー　　
◆県福祉センター

　　 23日 若年性認知症家族介護者連絡会
◆県福祉センター

　　 25日 介護・障害サービス事業経営セ
ミナー　　　　　　　　　　　
◆のじぎく会館

　  8日～ 介護支援専門員実務研修　　 
◆神戸ファッションマートほか

　　 10日 第２回社協ワーカー実践研究会議
◆県福祉センター

　　 11日 令和元年度新年福祉のつどい　
◆ANAクラウンプラザホテル神戸

　　 17日 令和元年度会計実務担当者研修
（予算・決算編）　　　　　　　
◆県福祉人材研修センター

　　 24日 経営協第254回理事会・兵庫県
経営協セミナー　　　　　　　
◆神戸メリケンパークオリエンタ
ルホテル

12月

1月
研修・イベント

社会福祉従事者関連研修のご案内は、「メー
ルマガジン」にて行っています。
是非、ご登録をお願いします。

兵庫県福祉人材研修センター
https://hfkensyu.com/ 

P2

地域住民に寄り添う
民生委員・児童委員活動

特集

P9 私の物語
仲間に支えられた経験の恩返しをしたい！
熊谷 光子さん（三木市）

P10

P12

ひょうごの福祉NOW

インフォメーション

P7 みんなでつくるひょうごの福祉
子どもたちのために居場所をつくる
～地域に根ざした子ども食堂～

P6 「ストップ・ザ・無縁社会」地域での支え合い

P8 キラリ★社会福祉法人
社会福祉法人友朋会
地域の学びの場 学習室「あおいそら」

寒さの中でも鮮やかに
咲くサザンカ。

奥須磨公園（神戸市）も
名所の一つだよ。

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

●
ひ
ょ
う
ご
の
福
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神
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中
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口
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目
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令
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発
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行
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発
行
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12月は「障害者週間」(3～9日)、「人権週間」(4～10日)です
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2019認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会令和元年12月1日発行（毎月1回1日発行）　発行人：吉本 知之　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。


